まる ゆび 

とこが 円く ぼと つ と ぬれた ように 見えて そこに 指 を あ 

てて みます とにくに く 寒天の ような つめたい もので し 

た。 そして 何だか 指が しびれた ようでした。 びっくり 

して タネ リは指 を 引っ込めました けれども、 どうも も 

うそれ をつ まみ あげてみたくて たまらなくな りました _ 

拾って しまい さえし なければ いいだろうと 思って それ 

を すばやく つまみ 上げましたら 砂が すこしつ いて 来 ま 

しおみず 

した。 砂 を あらって やろうと 思って タネ リは 潮水の 来 

ま なみ 

ると こまで 下りて 行って 待って いました。 間もなく 浪 

が ど ぼんと 鳴つ て それから すう つ と 白い 泡 を ひろげな 

がら 潮水が やって来ました。 タ ネリ はすば やく それ を 



のぼ 

しいば けものが だんだん せり 出して 昇って 来ました。 

もう タネ リは 小さくな つ て 恐れ入つ ていましたら そら 

はすつ かり 明るくな り その ギリ ャ— クの犬 神 は 水平線 

まです つかりせ り 出し 間もなく 海に 犬の 足が ちらちら 

映りながら こっちの 方へ やって来 たのです。 

「おつかさん、 おつかさん。 おつか さんご タネ リは陸 

に めい さけ 

の 方へ 遁げ ながら 一 生けん 命 叫びました。 すると 犬 神 

はまる で こわい 顔 をして 口 を ぱくぱく うごかしました _ 

もう まるで タネ リは 食われて しま つ たように 思 つたの 

です。 「小僧、 来い。 いまおれ のと この ちょうざめの 

げな ん こま そう 

家に 下男がなくて 困つ ている とこ だ。 ごち 走して やる 



なりました。 「ああお いらはもう いるかの 子なん ぞの 

きげん 

機嫌 を 考えなければ ならない ようにな つたの かご タ 

なみだ 

ネリ はほんと うに 涙 を， /ほしました。 

そのと きいき なり タネ リは犬 神の 手から 砂へ 投げつ 

けられました。 肩 を ひどく 打って タ ネリが 起き あがつ 

て 見ましたら そこ はもう 海の 底で 上の 方 は 青く 明く た 

だ 一 とこお 曰 さまの あると ころら しく 白く ぼんやり 

光って いました。 

「おい、 ちょうざめ、 いい もの を やる ぞ。 出て 来い ご 

犬 神 は 一 つの 穴に 向って 叫びました。 

タネ リは 小さくな つてし やがん でい ました。 気がつ 



げなん きょう みつ 

に 下男が なか つた もんだ から 今日 一 人 見附けて 来て 

やつたん だ。 蟹に してお いたがね、 ぴ しびし 遠慮なく 

使う がいい。 おい。 きさま この 穴に はいって 行け ご 

タネ リは こわくて もう 、るる ^る >ハ る えな 力、 レ-そ ひノ ま つ 

くら あな こ なさ 

暗な 孔の 中へ はい 込んで 行きましたら、 ほんとうに 情 

けない と 思いながら はい 込んで 行き まし た ら犬神 はう 

しろから 砂 を 吹きつけて 追い込む ようにし ました。 に 

わかに がらんと 明るくな リ ました。 そこ は 広い 室で あ 

かり もつ き 砂が きれいに ならされて いました がその 上 

おそ はちまき 

に それ はもう とても 恐ろしい ちょうざめが 鉢巻 をして 

寝て いました。 (こいつの つら はまる で 黒と 白の 棘 だ 



ら けだ。 こんな やつに 使われる なんて、 使われる なん 

てほんとう にこ わい。) タ ネリ はぶる ぶる しながら 入 

口にと まっていました。 すると ちょうざめ がう うと 一 

つうな りました。 タネ リは どきっとして はねあがろう 

こんど 

としたく らいです。 「うう、 お前 かい、 今度の 下男 は。 

びょうき くる 

おれ はい ま 病気で ね、 どうも 苦しくて いけな いんだ。 

(以下 原稿 空白) 
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